
　　　　　　きんいん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はっけん

そんな金印は、いつ、どこで、どうやって発見されたのでしょうか…

こ く ほ う  　き ん い ん

国宝「金印」ってなに？
 こくほう       　きんいん                  　ふくおかしひがしく            　しかのしま　        はっけん                         　こだい　      いんしょう

国宝「金印」は福岡市東区の志賀島で発見された古代の印章（ハンコ）だよ。
おお                                      　おも　                            かたち　                                           とくちょう

大きさは？　重さは？　形は？　どんな特徴があるのかみていこう！

やく　　　
　　 センチ

約 2.35 ㎝

　　　えんだま　 こうか　                  おな  　おお

10 円玉硬貨とほぼ同じ大きさ
もっと　                                      こくほう　                    ゆうめい

最もコンパクトな国宝としても有名です！
グラム　 おも

１０８ｇの重さは
えんだま　        まい   

10 円玉２４枚ぶん
          おな

とほぼ同じ！

　　　　　　　　　　　　　　　　ま　                             かたち

つまみは、とぐろを巻いたヘビの形！
                  み                             　め

よーく見るとヘビの目があるよ。

　　 ひだりよこ　                        かたち

↑左横からみた形

　　  うえ　            み                              　かん

↓上から見るとこんな感じ

　　　　　　 かお

ちょうど顔のあたり

 きんいん　     ほ                         　かんじ

金印に彫ってある漢字は
　かん（の）わ（の）   な（の） こく        おう
「 漢     委 　奴    國    王」です。

　かん　　　　  ごかん                                  　ねん　           さ

「漢」は後漢（25~220 年）を指します。
   とうじ　         にほん　      わ                                       　なまえ　        よ

当時、日本は委（倭）という名前で呼ばれていました。
  なこく　                                ふくおかちいき　       そんざい　          くに　      なまえ

奴國（国）は福岡地域に存在した国の名前です。
　    かん  　  　　ほか 　 　じ　     　 

「漢」は他の字の
ばい  　おお              

２倍の大きさ！
↓

　かん　 　おお　     　ちから　   　

漢が大きな力 を
も                                                  

持っていたことを
いみ                                  

意味しているよ

 きんいん　　　つか　　　　 かた

金印の使われ方は？  こくほう    　きんいん　            つか　            かた　                                  いんかん　             ちが　                                         つか           　かた　                                     み

国宝「金印」の使われ方は、いまの印鑑とは違うよ。どんな使われ方だったのか見てみよう！
                                                                 きんいん　　 つか　　     　かた　　　 　　 ふうでい　　　　　　

                             金印の使われ方は、「封泥」！
 とうじ　        どろ　     うえ            　いん　       お　              あと                                  　ふういん

当時は泥の上から印を押し、痕をつけて「封印」していたんだ
◎動物の牙や歯でできた勾玉もあるよ

  いちど  ふうでい
一度封泥をすると…
       なかみ       　み　                           ふうでい　   こわ
・中身を見るには、封泥を壊さないといけない
       いちど  こわ　                        おな　    いん　                 おな　     ふうでい  　つく
・一度壊したら、同じ印でしか同じ封泥は作れない
        ふうでい    　み　                     なかみ　       み
→封泥を見れば、中身が見られたかどうかがわかる！

 ふうでい　      ぶんしょ      　ひみつ

封泥は文書の秘密を                                        まも　                              やくわり

　　　　　守るカギの役割！

　◎ちなみに…
　　　            かくち　                                              きょうだいいん　  はっけん
アジア各地からたくさんの兄弟印が発見されているよ。                                                       かたち　    そざい     　ちが　                                じゅ　   いろ
それぞれつまみの形や素材が違っていて、綬の色と   あ                  　いんしょう                             　ひと      　みぶん　      たちば
合わせ、印章をもらった人の身分や立場がわかるように
なっていたんだ！

カメ

ラクダ ラクダ

ウマ

ラクダ

 はくぶつかん　  てんじ
 博物館に展示されているものもあるよ！

 きんいん         はっけん

金印の発見！  きんいん       　はっけん　                                                    えどじだい　                ふくおかし    ひがしく        　しかのしま　        ぐうぜん    み

金印が発見されたのは、江戸時代。福岡市東区の志賀島で偶然見つかったんだ。                   ご　                                        ひと　     きんいん　                             けんきゅう　                                                                                    あき

その後、いろんな人が金印のことを研究し、どんなものなのかが明らかになってきたよ。

てんめい                              　　ねん　       ひゃくしょう　                  じんべえ                   　   た
天明4（1784）年、お百姓だった甚兵衛さんの田んぼで
                              み　                                 つた　                                                              はっけんばしょ
たまたま見つかったと伝えられているんだ。発見場所だと
                       しかのしま　   かなのさき　                げんざい きんいんこうえん
される志賀島の叶崎には、現在金印公園ができているよ。

　  ひゃくしょうじんべえこうじょうがき　     きんいん　     はっけん                    　とき　                              きろく
↑「百姓甚兵衛口上書」　金印が発見された時のことが記録してある

 なんめい　                      ちゅうごく　   れきししょ　       ごかんじょ　        とういでん
南冥さんは、中国の歴史書『後漢書』東夷伝をもとに   しかのしま　     きんいん　           けんむちゅうげん　                        ねん     　ごかん　      こうてい
志賀島の金印が、建武中元2（57）年に後漢の皇帝    こうぶてい　           あた　                                                                     か
光武帝から与えられたものであると書いたんだよ。

↑金印公園（きんいんこうえん）

     ごかんじょ　                           いんじゅ
『後漢書』には「印綬」という
  ことば　     きんいん　                        きじゅつ
言葉で金印のことが記述して
                                   じゅ　          いん　    むす
あるんだ。綬とは印に結び
                                                 はばひろ
つけられていた幅広のひもだと
かんが
考えられているよ。

 じゅ

綬

 きんいん　       か    ち　       さいしょ　    みと　            ひと

金印の価値を最初に認めた人は
 ふくおか　     じゅがくしゃ       　かめい   なんめい

福岡の儒学者、亀井南冥さんだよ。
 なんめい　                    きんいん　                           しら　                                            きんいんべん

南冥さんは金印について調べたことを『金印弁』
                       ほん　                                     くろだ　               とのさま　   けんじょう

という本にまとめ、黒田のお殿様に献上したんだ！

　　　　　　　　きんいん　　　　　　　　　　　　　　つか

そんな「金印」はどのように使われたのかな？


